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全部同じ私だから
山口・中本　朱音
「キモイ」
「嫌い」
「死ねばいいのに」
　これらは今まで私が言った言葉のほんの一部です。どれも相手を傷つける言葉，言ってはいけない言葉です。そんな言葉をたくさん使っていた私が「言葉」について深く考えたのは中学一年生の時です。
　きっかけは一年生の時の離任式で，とある先生がおっしゃられた言葉です。その言葉をきくまでの私は日常的に
「死ね」
「キモイ」
といった言葉を使っていました。
「皆使っているから言ってもいいや。」
そんな軽い気持ちで相手を傷つけていました。私は昔から短気ですぐに怒ってしまうところがあります。相手が何かしてきて腹が立ったらすぐに相手の気持ちを考えずに鋭くとがった言葉を言っていました。何回もそれで喧嘩になりました。別に傷つけたいわけではないけれど口をついて出てしまうのはそんな言葉でした。
「何でそんなこというん！」
「そっちだっていつもいうじゃん！」
　そんな言葉で始まる喧嘩。自分が悪いのはわかっているけれど謝りたくない気持ちが強くてなかなか素直に謝ることができませんでした。そんな事が何回もあって私はいつも怒っているような顔をしていました。離任式の日も少しの事で喧嘩になりイライラしていました。もやもやとした思いがある中始まった離任式。少し集中できなかった時に聞こえた言葉は
「はぁっと息を吐くと暖かい息，ふぅっと吐くと冷たい息を吐くことができます。どちらも同じ人からでてくる息ですよね。言葉も同じです。冷たく人を傷つける言葉も暖かく誰かを幸せにする言葉もどちらも皆さん自身の口から出るものです。だから温かい言葉を言える人になってください。」
　その言葉を聞いて私ははっとしました。なぜなら意地っ張りな私の中にもきちんと
「ごめん」
と伝えて仲直りしたいと思う私がいると気づいたからです。いつもいつも相手を傷つけるような言葉ばかりを言う私も，ごめんなさいと謝りたいと思っている私も，どれも同じ私なのだと分かり，もやもやはいつの間にか消えていました。それからは暖かく優しい言葉遣いを心がけ喧嘩も減りました。もしも喧嘩をしてしまっても，すぐに
「ごめん」
と謝ることができるようになりました。あの言葉を聞いてから，私は人の心を動かせる言葉はとてもすばらしいものだと思うようになりました。
　言葉とは大人から小さな子供まで誰でも使うことができる便利なものです。自分の気持ちを伝えたり，相手の気持ちを知ることもできます。でも使い方を間違えれば相手を傷つけてしまう刃へと変わります。自分勝手な思いで相手を傷つけてはいけません。友達や家族そして地域の人，どの人も大切な人です。だからこそ傷つけてはいけません。では犯罪を犯してしまった人達はどうでしょうか。悪いことをしてしまった，誰かを傷つけてもいいのでしょうか。それは違います。悪いことをした人だからといって傷つけてもいいはずがありません。確かに許されない事をしたかもしれません。自分がしたことを反省し再び歩き始めようと前を向く人達の思いを踏みにじり傷つける権利など誰にもないのです。
　悪口を言われたから自分も言っていいのですか。暴力をふられたらやり返していいのですか。傷つけられたから傷つけ返していいのですか。された痛みが分かるからこそやってはいけない，繰り返してはいけないのではないでしょうか。「再び歩き始めること」それは私達には想像もできない程の勇気がいるのではないでしょうか。誰かに合わせて傷つけるのも受け入れてあげるのも，どちらも自分が行うことです。全部同じ自分だからこそ人に流されず受け入れる勇気を持ってほしい，そして私自身も持ちたいと思います。
「死ねばいいのに。」
その言葉で傷つく人がいます。
「ごめんなさい。」
自分の過ちに気付き謝れば受け入れてくれる人がいます。どちらを言うのも同じ自分です。だからこそ正しい勇気を持って温かい言葉と共に生きていきたいと深く思います。もう誰も傷つくことがないような明るい社会を作るために，今一度言葉についてあなたも考えてみてはどうでしょうか。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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